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 ２００６のじぎく兵庫国体を４ヵ月後（９月３０日～１０月 

１０日）に控え、県下各地でいろいろなイベントが開催

されマスコットや記念の品々が次々登場しています。   

 ここでは田んぼ（田圃）いっぱいに広がる大会マス 

コット「はばタン」（写真）を紹介します。場所は南あわ

じ市北阿万伊賀野（きたあまいがの）。鮮やかな黄色が 

一際目立っている美しい花畑を大切に守り育ててい

る藤井さん（写真↓）にお話を聞くことが出来ました。 

  「まず、１mを１ｃｍで表す方眼紙に原画を描き、全 

         体のイメージをつかみ、苗が何本必要 

         かを計算する。苗は必ず種をまいて育 

         てる。（小さな種から苗を育て、成長を見 
          守るといっそう愛情が湧いてくるとのこと） 

           そして、苗を植えつける時にはイメー 

         ジ通りに畝（うね）を作るのが大変な作 

         業になる。（田を耕す時は夫の協力が 

欠かせないが、形にあった畝を作るのは自分自身が

するので力仕事も随分多い）立派な苗を作ることが一

番大切なことで、苦労も多い。しかし、苗が出来たら

半分出来上がったようなもの（笑）」だと言われた。 

 植えつけた後一番苦労することは、という質問には 

「やはり、水やりと草取りかなぁ」と答える。バケツの中

をのぞくと小さな草がバケツにほぼ１杯になっていま

した。田んぼが広いので取り終わる頃にはまた次の

草が生えているし、水は井戸水を利用しているが、足

りない年もあるそうです。苦労もあるけれど、道行く人

が「あっ！、はばタンだ」「きれいやなあ」と声かけして

くれると「作っていて良かった」と報われたような気に

なるそうです。のじぎく兵庫国体の合い言葉「“ありが

とう”心から・ひょうごから」のイメージぴったりのはばタ

ン花畑は今日も美しく咲いて、見に来る人の心を和ま

せてくれています。        取材 坂本和子 
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Page 2 生活創造応援隊だより 花バス･淡路オープンガーデン情報 

花バスの停留所 （太字の停留所には無料駐車場があります） 
ウェスティンホテル淡路⇒淡路島国営海峡明石公園⇒岩屋ポート⇒国際観光ホテル淡海荘⇒道の駅あわ

じ⇒美湯ビュー松帆の郷⇒淡路ハイウエイオアシス⇒兵庫県立淡路景観園芸学校⇒あわじ花さじき⇒北

淡震災記念公園⇒北淡路総合事務所前⇒東浦サンパーク・東浦花の湯⇒東浦バスターミナル⇒本福寺

水御堂⇒淡路交流の翼港⇒ウェスティンホテル淡路 

 淡路島は春爛漫、新緑の中に山桜につつじの花が 

咲き、彩りはこころを楽しませてくれます。気のあった

仲間と時間をゆっくり楽しみたいと思っている方々に

お勧めしたいのが、北淡路観光スポットをバスで巡る 

『花バス』です。 

 今回、新米応援隊の竹原祐乘
たけはらゆうじょう

（お坊ちゃまです）は 

花バスに乗り込むことにしました。この花バスは花の季

節にあわせて、北淡路のみどころを周遊するループバ

スで停留所は以下の通りです。     

 東浦バスターミナルで花バスに乗車、２８人乗りの 

ゆったりしたバスで、お客様も８人乗っておられまし

た。乗車されるお客さんのほとんどが島外からお越し

の方で、お友達どうしで淡路で泊まり、チューリップ

の満開を楽しんだり、花さじきで高原に広がる花畑を

満喫したり、温泉でゆっくり体を休めて、お食事をし

たりして１日を楽しむそうです。淡路島に住む皆様も

気のあった仲間やご家族で北淡路の花一杯の春を

満喫してみてはいかがでしょう！上記の花バスの停

留所の太文字の所は駐車場が無料ですので自家

用車を置いて『花バス』に乗って、お花が満開の北

淡路を心ゆくまで楽しんでみてください。 

『花バス夢キップ』：大人１，０００円、子ども５００円 

キップには各施設での割引もついておりました。 

問合先：ショーゼン・ツアー ℡０７９９-６２-５２２２    

  URL http：//www.shozen.com    

  
 （淡路市及び旧洲本市） 

 5月6日（土）～7日（日） 

  10：00～16：00 

オープンガーデンマップは、 

淡路島内の行政機関や図書館

等で配布しておりますのでご

利用ください。 

取材：竹原祐乘 

 平成３年に発足した「緑花づくり

を楽しむ会」。「お花大好き！」とい

う１００名を越える会員さんのため

に、役員さんたちが毎日交代で苗

作りに励んでいます。２つのビニー

ルハウスには、今日もきれいな花

の苗がぎっしりと並んでいました。  

 「花と緑であふれる町」を目指し

て、種からひとつひとつ心をこめて育てておられました。

「花時計には毎年色々なテーマがあります。昨年度は４

色の葉ボタンを南あわじ市の合併の記念としてデザイン

しました。」と会長の谷口さん。今年の花時計にはどん

なテーマが隠されているのか是非注目してみて下さい。  

 「オープンガーデンは、益々花にあふれた町になるこ 

とを願って、今後みなさんにもどんどん参加していただ

きたいですね」とのお話でした。   取材：水田未央子 

 

（南あわじ市及び旧五色町） 

5月13日（土）～14日（日） 

  10:00～16:00 

会員の力作、南あわじ市役所緑庁舎の花時計 

緑花作りを楽しむ会会長 谷口 保さん 

北淡路地区の開催 南淡路地区の開催 
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Page 3  生活創造応援隊だより 花バス･淡路オープンガーデン情報 

 活動は花博の少し前から（1997年設立）で、活動部

員は花好き、園芸好きの25人です。設立者の立田さん

は園芸学校に通って学び、花のこと、肥料のこと、手入

れのことなどをメンバーに教えながら三洋電機㈱の体

育館周りや、構内の緑地に花や緑を増やしています。   

  励みに色々なコンクールにも参加しており、淡路緑 

化推進交流会では、お弁当持参、一日ピクニック気分

で花づくりのメンバーとの交流を楽しみました。お正月

の寄せ植え、夏の苔玉づくりなどは広く一般の方からも

募集をして実施しています。オープンガーデンには第1

回から参加していますが、昨年は、一昨年10月の台風

の影響で花壇が全滅したため、参加は見送りました。 

 園芸クラブの誇りは、肥料が全て有機肥料（生ごみの

再利用）で一切化学肥料を使用していないことです。   

  有機肥料は撒くと一度は枯れたように見えるのです 

が、しばらくとすると草花は伸びて大きく活き活きとなり

ます。そのため草も多くなりますが、正に自然の花を楽

しんでいます。  

 オープンガーデンの日以外でも見に来ていただけま

すが、（写真撮影などで）花壇の中には入らないように

お願いします、とのことです。     取材：橋本史江 

三洋電機㈱園芸クラブ代表  立田順三さん 

 『はじめてお便りします。オープンガーデンの

花めぐりをさせていただいた者です。人々の集

まる暖かな雰囲気のお庭でした。ありがとうご

ざいました。～後略～』  

 これは前回のオープンガーデンの後、なんと

奈良県から届いた一通のハガキ。そう、オープ

ンガーデンの楽しみは、こういった人との出会い

があるからです。庭の手入れ、準備、当日のお

もてなしと、オープンガーデンに参加するとたい

へんです。 最後のお客様が帰られると、疲労も

ピークを越えています。しかし、また参加したくな

る。理由は、やっぱり庭を通してたくさんの人と

出会える喜びにほかならないのです。 

 現在（4月中旬）の立谷ガーデンですが、庭を

掘り起こし、ガーデンハウスの建設中です。『家

以外は自分たちで作った！』が自慢の我が庭、

フェンス、ウッドデッキ、バーベキューテーブル

などに続く大物。さてさて、間に合うのやら！夫

が寝る間をけずって頑張っています。５月６～７

日が本番。今年は、『いっしょにクラフトしましょ

う』コーナーを設けてお客様をお待ちして 

います。 どうぞいらしてくださいね。 応援隊：立谷貞代 



 

 

ポケットあわじvol.４８ 200６年５月号 

 生活創造情報プラザだより Page ４ 
淡路生活創造応援隊を紹介しま～す 

 ４月６日（木）午前、淡路文化会館 生活創造情報プラザにおいて、月間「ポケットあわじ」の地域情報の取

材や配布を担う生活創造応援隊の委嘱式を開催しました。委嘱式の後、全員でお好み焼きを焼いて食べ、

親睦をはかり、お腹も雰囲気も満腹になった午後、和気あいあいのまま４８号（５月号）の企画編集会議に移

りました。島内に１８名いる応援隊のメンバーは、３４才～６８才。年齢も趣味も仕事も住む所も違っているが、

「ポケットあわじを通じて淡路島の皆さんに元気と勇気を伝えたい」と地域を越えて集まった仲間です。 

 

委嘱状の交付 
お好み焼きはにぎやかに！ 

編集会議もにぎやかに！ 

南あわじ市 あなたの街の応援隊を紹介します 淡路市 

和田和子（津田） 
石田仁美（納） 

西岡真理子 

（五色町鮎原） 

水田未央子 

 （広田） 

坂本和子 

 （阿万） 

坂本厚子（倭文） 

浜田泰美 

 （松帆） 

川原雅代 

（八木）  

岡 八代井（松帆） 
竹谷香代（潮美台） 

竹原祐乘 

 （浦） 

西山満利子  

 （岩屋） 立谷貞代 

 （岩屋） 

橋本史江  

 （木曽）  

松田節子 

 （柳沢） 

岩井幸子   

 （北山）  

高田佳世子 

 （室津） 

洲本市 

福谷寿美 

 （塩尾）  
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Page ５ 生活創造グループを紹介しま～す・くらしのパートナーシップ 

 中国の朝の広場で集まって太極拳の練習をしてい

る姿をテレビで見て以来、太極拳には興味があった

のですが、わが淡路島で２０数年も前からサークル活

動をされていたと聞いて驚いています。洲本市市民

交流センターで活動中の淡路太極拳同好会を訪

ね、体験をさせていただきました。太極拳は、中国の

長い歴史の中から生まれた中国武術の一つだそうで

すが、円に沿った流れるようなゆったりとした動きが特

徴で、動きを早くすると映画で見たカンフーのようで

す。入門（８式）、初級（８式）、簡化２４式太極拳と呼

ばれる動きの型があり、これを行うことによって、筋持

久力の向上、柔軟性の回復、平衡感覚の習得、心肺

機能の強化にとても効果があるそうです。体験をして

みて（写真右上）、確かに体にいい･･･汗が・・・。太極

拳を極めるには奥が深く、大会や検定などを目指し

てがんばっておられる方もいましたが、まずは、健康

維持とストレス解消のためにもスタートしてみたい気

持ちに駆られています。  取材（体験者）：岩井幸子 

 代表：原下 忠男さん 

（日本武術太極拳連盟公認指導員） 

  ☎ ０７９９-２３-０１５０ 

 くらしのパートナーシップ  紹介しま～す！！ 
くらしの中の人と人、 

人と場所、人と物etc 

との素敵な関係・・・ 

 年間を通じてさまざまな香花、香木が咲く淡路

香りの公園で余暇時間を活用しハーブの栽培や

利用をしようと「香りの公園友の会」が組織されて

16年になります。会員約100余人の方々が参加

し、楽しく活動しています。ハーブ栽培の実技講

習、ハーブ料理、染色講習会、つる篭バスケットに

キッチンハーブを寄せ植えをしたり押し花講習な

どをしています。過日、「ガーデニングシティ小野」

への現地研修では、ハーブパン教室、ひまわりの

丘市内景観視察、育苗ハウスにおいて種まき実習

と本当に実りある体験をしました。再度、5月21日

には小野ハーブ祭りを参観、前回種まきした育苗

施設を見学し、白雲谷温泉「ゆぴか」で足湯に入

る計画をしています。 皆さん、友の会に入りませ

んか。花とのふれあい、楽しいですよ。 

http://www.eonet.ne.jp/~kaori-park/ 問合せ：0799-85-2330 
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Page ６ 淡路文化会館･生活科学センターからのお知らせ 

ハッピーライフ創造コース 

地域活動ふれあいコース 
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Page ７ 淡路の文化活動･イベント情報 

「ポケットあわじ」はホームページでもご覧になれます。http://www7.ocn.ne.jp/~awaji-ch/index.htm 
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Page ８ 淡路の文化活動･イベント情報 Page ８ 淡路の文化活動･イベント情報 

「ポケットあわじは」どこで手に入るの？・・・淡路島内各市町の庁舎・役場、公民館、ホール、商業施設などで無料配

布されています。また、ホームページでもご覧になれます。  http://www7.ocn.ne.jp/~awaji-ch/index.htm 

ポケットあわじでは、皆さまからのお便り、まちの

情報をお待ちしています。 お気軽に！ 

（発行）淡路生活創造応援隊 

県立淡路文化会館・県立淡路生活科学センター      

  〒656-1521 淡路市多賀600  

             TEL0799-85-1391 

         FAX0799-85-0400 

 E-mail：awaji-ch@theia.ocn.ne.jp 

        *編集だより* 

 

 先日の大風で文化会館の桜もみごとに散ってしまいまし 

た。私の中の浮かれ気分も風とと共に去りぬです。気がつけ

ば、次々にやってくる仕事に追われる毎日です。 

 さて、５月号がようやく出来上がりました。島の花と応援隊 

の皆さまの笑顔が新緑の季節にふさわしく、さわやかな出来

映えとは自画自賛でしょうか？ポケットあわじに乗ってこのす

がすがしい気分が全島に広がることを願っています。             

                生活創造活動専門員 あおあお 


